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環
境
省
は
、　

世
紀
の
負
の
遺
産
で
あ

20

る
P
C
B
廃
棄
物
を
「
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ

ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」（
P
C
B
特
措
法
）
に

基
づ
き
、
平
成　

年
ま
で
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

28

物
を
な
く
す
た
め
の
政
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

北
海
道
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
室
蘭
市
が
立
地
の
推
進
に
取
り
組

み
、
平
成　

年
２
月　

日
に
、
環
境
事
業

15

19

団
が
環
境
省
か
ら
認
可
を
受
け
て
い
ま
す

が
、

・
東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域

　
　

県
で
の
広
域
的
処
理
施
設
の
立
地
を

１５

　

目
指
し
、
鋭
意
努
力
を
重
ね
た
が
、
立

　

地
の
め
ど
が
立
た
な
い
。

・
事
業
が
先
行
す
る
東
京
都
、
豊
田
市
、

　

大
阪
市
の
処
理
施
設
で
の
受
け
入
れ
は
、

　

用
地
な
ど
の
制
約
で
困
難
。

・
一
刻
も
早
く
全
国
の
P
C
B
廃
棄
物
処

　

理
を
確
実
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

　

東
北
、
北
関
東
・
甲
信
越
、
北
陸
地
域

　

の　

県
も
北
海
道
事
業
で
の
処
理
を
強

１５

　

く
要
望
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
、
室
蘭
の

持
つ
「
も
の
づ
く
り
の
マ
チ
」
と
し
て
培

わ
れ
た
高
度
な
技
術
力
・
人
材
、
港
、
研

究
機
能
を
広
域
処
理
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
、
拡
大
後
の
広
域
処
理
事
業
の
推

進
に
あ
た
っ
て
も
、
環
境
保
全
や
安
全
対

策
に
万
全
を
期
す
。

　

こ
の
よ
う
な
要
旨
で
昨
年　

月　

日
、

11

14

環
境
省
か
ら
北
海
道
と
室
蘭
市
に
拡
大
要

北
海
道
と
室
蘭
市
は
、

北
海
道
内
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た

北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処
理
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

環
境
省
か
ら
の
拡
大
要
請
を
受
け
、

道
外　

県
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を

１５

受
け
入
れ
処
理
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
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　　［特集］ 
　　PCB処理 

市民説明を行う新宮正志市長
２月１４日・胆振地方婦人会館

拡
大
要
請
の
要
旨



３

（平成１５年）１１月１４日　　環境省が道外１５県の受け入れを北海道と室蘭市に要請（拡大要請）
　　　　　　１１月２７日～　各種団体説明会、市民説明会を開催
　　　　　　１２月２９日

（平成１６年）１月１５日　　宮城県知事、新潟県知事、富山県知事が１５県を代表して北海道知事
　　　　　　　　　　　　へ受け入れを要請
　　　　　　１月２２日　　北海道PCB廃棄物処理事業の拡大要請に係る会議を開催（道主催）
　　　　　　１月３１日　　宮城県知事が室蘭市長に受け入れを要請
　　　　　　２月３日　　北海道、室蘭市が拡大要請を受け入れる方向で検討することを発表
　　　　　　２月１４日～　市民説明会を開催
　　　　　　　　１７日

請
が
あ
っ
て
以
来
、
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
の
把
握
な
ど
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　

特
徴
と
用
途

　

燃
え
に
く
い
油
で
電
気
を
通
し
に
く
い

な
ど
の
特
性
か
ら
、
ト
ラ
ン
ス（
変
圧
器
）、

コ
ン
デ
ン
サ
ー
（
蓄
電
器
）
な
ど
の
電
気

製
品
の
絶
縁
油
な
ど
と
し
て
、
昭
和　

年
25

こ
ろ
か
ら　

年
こ
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い

47

ま
し
た
。

　

毒
性

　

急
性
毒
性
に
つ
い
て
は
、
衣
類
の
防
虫

剤
程
度
で
す
が
、
体
内
に
入
っ
た
場
合
、

長
期
に
わ
た
り
蓄
積
し
、
一
定
濃
度
を
超

え
る
と
、
体
に
吹
き
出
物
が
出
た
り
、
月

経
異
常
等
の
ホ
ル
モ
ン
異
常
な
ど
、
慢
性

の
毒
性
が
表
れ
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
発
生
し
た
カ
ネ
ミ
油
症
事

43

件
で
は
、
ラ
イ
ス
オ
イ
ル
の
製
造
時
に
熱

媒
体
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が

製
品
に
混
入
し
、
そ
れ
を
食
べ
た
人
た
ち

が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

カ
ネ
ミ
油
症
事
件
を
契
機
と
し
て
、
昭

和　

年
に
生
産
・
製
造
の
中
止
、
回
収
・

47
保
管
の
行
政
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
約　

年
間
に
わ
た
り
保
管
が
続
い
て

30

い
ま
す
が
、
長
い
間
の
保
管
に
よ
り
紛
失
、

漏
出
、
事
故
な
ど
に
よ
る
環
境
汚
染
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
管
事
業
者
の
９
割
が
中
小
企

業
の
た
め
保
管
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

早
期
処
理
の
必
要
性

　

環
境
庁
（
現
環
境
省
）
の
試
算
で
は
、

保
管
を
継
続
し
た
場
合
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
環
境

へ
の
放
出
量
は
、
す
べ
て
を
処
理
し
た
場

合
と
比
較
し
て
３
千　

倍
〜　

万
倍
に
な

400

140

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
算
は
、
平
成
４
年
に
国
が
行
っ

た
調
査
結
果
の
不
明
・
紛
失
量
に
基
づ
く

環
境
へ
の
放
出
量
と
、
仮
に　

年
間
で
処

10

理
を
行
っ
た
場
合
の
環
境
へ
の
放
出
量
を
、

全
国
を
基
準
に
比
較
し
た
推
算
で
す
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は

ＰＣＢの特徴・用途

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
現
状

　
　
 
〜
長
期
化
す
る
保
管
〜

ＰＣＢの毒性

ＰＣＢの環境への放出量【長期保管の問題点】

３０年間にわたる保管（ ）保管事業者の９割は中小企業
保管などの負担も大

　ＰＣＢが環境中に出ていく危険性が高い

　環境中や生体中からの検出

【拡大要請後の経過】

①燃えにくい油である
②電気を通しにくい
③安定していて、分解されにくい
④水に溶けにくく、脂肪に溶けやすい

①トランス･コンデンサー等電気製品用
②ノンカーボン紙用
③熱媒体用
　などとして使用されていた。

特　　徴

用　　途

慢性毒性の影響として
■体に吹き出物ができる
■手足のしびれや痛み
■月経異常などのホルモン異常
　　　　　　　　　　　　など

分解されにくく、分解されにくく、
体内に体内に

蓄積されやすい蓄積されやすい

保管を
継続した場合

１０年間で
処理した場合

１４～１４０ｔ/年 ０.１～４.１kg/年

環境庁「ＰＣＢ混入機器等処理推進調査検
討委員会」中間報告（平成９年１０月）

・保管状況が悪いところもあり、機器が腐食するおそれがある
・建物の持ち主が変わり、知らずに解体したり、ごみに出す
・不法投棄も多い



【ＰＣＢ廃棄物処理事業一覧】
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県
の
検
討
状
況
や
、
な
ぜ
室
蘭
か
と

15
い
う
点
に
つ
い
て
、
環
境
省
は
、

・
関
係
者
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住

　

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
施
設
の
立
地
に
不
可
欠
な
技
術
の
集
積

　

が　

県
内
に
な
い
。

１５

・
道
内
分
を
誘
致
す
る
な
ど
、
室
蘭
市
に

　

は
環
境
へ
貢
献
す
る
意
欲
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
挙

げ
て
い
ま
す
。

　

１
月　

日
、
浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
が

31

来
蘭
。
立
地
を
断
念
し
た
経
緯
や
県
内
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
。
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
施
設
の
安
全
性
は
確
立

さ
れ
て
お
り
、
環
境
産
業
と
し
て
新
た
な

産
業
の
展
開
が
図
れ
る
と
の
思
い
か
ら
県

内
で
の
誘
致
を
表
明
し
た
が
、
予
定
地
が

農
村
地
帯
で
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
詳
し
い
説
明
を
行
う
前

に
住
民
に
拒
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」。

　
「
受
け
入
れ
を
室
蘭
市
に
要
請
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、『
申
し
訳
な
い
』
と
い
う

思
い
と
同
時
に
、
県
内
に
誘
致
で
き
な
く

て
『
残
念
』
と
い
う
思
い
だ
が
、
受
け
入

れ
に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら　

県
の
検
討
状

15

況
に
つ
い
て
、
一
定
の
理
解
を
す
る
と
と

も
に
、
要
請
を
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

処
理
工
程
か
ら
出
る
排
水
が
室
蘭
港
や

隣
接
河
川
に
排
出
さ
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
考
え
方
を
示
し
た
「
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物

処
理
施
設
に
対
す
る
室
蘭
市
の
基
本
的
な

考
え
方
」
や
「
北
海
道
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
処

理
計
画
」
で
の
安
全
策
に
加
え
て

・
胆
振
管
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ

　

廃
棄
物
を
用
い
て
、
処
理
の
安
全
性
な

　

ど
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
道
外
分
を
含

　

め
た
処
理
を
実
施
す
る
。

・
処
理
量
が
増
え
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
環

　

境
負
荷
の
低
減
に
向
け
た
排
出
目
標
値

　

を
設
定
す
る
。

・
国
が
策
定
す
る
収
集
運
搬
ガ
イ
ド
ラ
イ

　

ン
等
の
遵
守
、
運
搬
経
路
の
厳
選
、
悪

　

天
候
時
の
運
行
制
限
、
密
閉
性
の
高
い

な
ぜ
室
蘭
な
の
か

　
　
　
　
　
 〜　

県
の
状
況
〜

１５

　

宮
城
県
知
事
が
来
蘭
、

　

受
け
入
れ
を
要
請

事
業
の
拡
大
に
伴
う

安
全
性
の
確
保
に
つ
い
て

　　［特集］ 
　　PCB処理 

北海道
（変更）

北海道
（現行）東　京豊　田大　阪北九州事業名

室蘭市仲町室蘭市仲町東京都江東区愛知県豊田市大阪市 此花 区
このはな北九州市

若松区事業場所

北海道、東北、
北関東・甲信越、
北陸

〈1道15県〉
北海道南関東

〈1都3県〉
東海
〈4県〉

近畿
〈2府4県〉

沖縄県・九州、
中国・四国
〈17県〉

対象地域

約4,000t
（精査中）約500t約4,500t約3,800t約4,000t約4,000t

（精査中）PCB処理量

約1.8t/日
（精査中）0.2t/日2.0t/日1.6t/日2.0t/日

約2t/日
（精査中）
0.5t/日（1期）

PCB分解量

（未　定）H15.2H14.11H14.10H15.2H13.10事業許可

（未　定）H15.12H15.5H15.7H16.1H14.7（1期）設計開始

（未　定）H16.10H16.7H16.4H16.10H15.4（1期）建設開始

H18.10H18.10H17.11H17.9H18.4H16.12（1期）処理開始

H27.3H27.3H27.3H27.3H27.3H27.3処理完了

H28.3H28.3H28.3H28.3H28.3H28.3事業完了

　

検
討
の
方
向
性

北海道事業

東京事業
豊田事業大阪事業

北九州事業

▲ＰＣＢ産廃物の受け入れを要請する浅野知事



５

　

運
搬
容
器
の
使
用
、
人
工
衛
星
を
利
用

　

し
た
位
置
確
認
シ
ス
テ
ム
（
G
P
S
）

　

の
導
入
な
ど
の
対
策
を
実
施
す
る
。

・
国
や　

県
が
参
画
す
る
広
域
的
な
協
議

１５

　

会
を
設
置
し
、　

県
の
責
任
と
役
割
を

１５

　

明
確
化
す
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
処
理
時
や
輸
送
時
の

安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
北
海
道
事
業
で
検
討
さ
れ
て
い

る
処
理
方
式
は
、
国
が
認
め
て
い
る
処
理

方
法
の
う
ち
、
焼
却
処
理
以
外
の
化
学
処

理
法
（
①
脱
塩
素
化
分
解
法
②
水
熱
酸
化

分
解
法
③
還
元
熱
化
学
分
解
法
④
光
分
解

法
）
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
化
学
処
理
方
法
は
、
国
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
混
入
機
器
等
処
理
推
進
調
査
検
討
委

員
会
、
有
害
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る
調

査
委
員
会
及
び
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
適
正
処
理

技
術
調
査
検
討
委
員
会
、
難
分
解
性
有
機

化
合
物
処
理
技
術
検
討
評
価
委
員
会
に
お

い
て
、
実
証
試
験
な
ど
に
基
づ
き
、
専
門

家
に
よ
る
厳
正
な
技
術
評
価
を
受
け
基
準

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

先
行
す
る
他
事
業
で
採
用
さ
れ
る
処
理

方
式
は
、
北
九
州
事
業
・
豊
田
事
業
・
大

阪
事
業
は
脱
塩
素
化
分
解
法
、
東
京
事
業

は
水
熱
酸
化
分
解
法
で
す
。

・
現
在
検
討
し
て
い
る
安
全
対
策
の
実
施

　

に
よ
り
、
安
全
性
の
確
保
の
め
ど
が
立

　

っ
た
こ
と

・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
早
期
の
無
害
化
処
理

　

が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
処
理

　

事
業
の
拡
大
が
北
海
道
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃

　

棄
物
の
早
期
処
理
に
加
え
、
日
本
全
体

　

の
環
境
保
全
に
貢
献
で
き
る
こ
と

・
国
の
支
援
等
に
よ
り
、「
も
の
づ
く
り
の

　

マ
チ
」
と
し
て
室
蘭
市
が
進
め
て
い
る

　

環
境
産
業
拠
点
形
成
に
向
け
た
取
り
組

　

み
や
港
湾
振
興
な
ど
懸
案
事
項
に
対
す

　

る
好
影
響
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

・
北
海
道
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
こ
の

　

こ
と
を
契
機
と
し
て
連
携
の
強
化
が
図

　

ら
れ
、
室
蘭
市
に
関
係
す
る
諸
課
題
に

　

つ
い
て
の
協
力
や
進
展
が
期
待
さ
れ
る

　

こ
と

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
北
海
道
と
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
道
内
分
に
つ
い
て
は
、
理

解
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
胆
振
管
内
な

ど
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
優
先
的
に
処
理
し
、

安
全
性
を
確
か
め
た
上
で
、
道
外
分
を
含

め
た
処
理
を
行
う
考
え
方
を
も
と
に
、
拡

大
要
請
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
検
討
を
進

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
北
海
道
と
連
携
し
て
、
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
経
過
や
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
説

明
し
、
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市

議
会
で
の
議
論
も
踏
ま
え
て
、
３
月
末
に

最
終
的
な
結
論
を
出
す
考
え
で
す
。

ど
う
処
理
さ
れ
る
の
か

〜
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
理
方
式
〜

今
後
の
対
応

PCB処理事業
拡大要請についての

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ご意見をお寄せください

室蘭市では道外のＰＣＢ廃棄物を受け入れる方針を
示しましたが、このことに対する皆さんのご意見を
お待ちしています。
送付方法　３月１５日までに、Eメール、ファクス、
郵便などで
《送付先・詳細》室蘭市企画課環境産業推進担当
〒０５１-８５１１ 幸町１－２�○２５ ２７０４、ファクス○２４ ７６０１、
Eメール　kikaku-ei@city.muroran.hokkaido.jp

■化学処理法の種類
①脱塩素化分解法

　PCB廃棄物の分子を構成して

　いる塩素とアルカリ剤などを

　反応させてPCBの塩素を水素

　等に置き換える方法

②水熱酸化分解法

　超臨界水（温度と圧力を調整

　して反応性を高めた水で、液

　体でも気体でもない状態）や

　超臨界状態に近い水によって

　PCBを塩、水、二酸化炭素に

　分解する方法

③還元熱化学分解法

　還元雰囲気（無酸素状態）条

　件での熱化学反応によってＰ

　ＣＢを塩、燃料ガスに分解す

　る方法

④光分解法

　紫外線でPCBを構成している

　塩素を取り外して分解する方

　法

主な賛成意見

主な反対意見

■環境汚染防止のため、早期の処
　理を希望
■環境産業都市としての環境貢献
　に関するもの
■雇用、経済効果による地域振興
　への期待
■処理工程での排水を排出しない
　事業への評価　など

□立地を断念した理由が不明確な
　ど、１５県の対応に関すること
□なぜ室蘭かといった疑問
□輸送時の事故など、収集運搬時
　の安全性に対する不安
□大規模施設での実績がないなど、
　処理の際の安全性に対する不安
　など


